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QI項目の解説

QI項目の解説

入院中の患者さんの転倒やベッドからの転落は少なくありません。原因としては、入院という環境の変化による

ものや疾患そのもの、治療・手術などによる身体的なものなどさまざまなものがあります。転倒・転落の指標には、

「転倒・転落によって患者に傷害が発生した損傷発生率」と患者への傷害事例に至らなかった転倒・転落事例

の発生率との両者を指標とすることに意味があります。

分子：医療の質・安全管理室へインシデント・

アクシデントレポートが提出された転倒・転落発生数

×1000【‰】

分母：入院延べ患者数

入院患者の転倒・転落発生率

年度

‰

分子：

分母：

QI指標の定義・計測方法・グラフ

QI
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年度

‰

分子：医療の質・安全管理室へインシデント・アクシデントレポート

が提出された転倒・転落件数損傷レベル2以上の件数

×1000【‰】
分母：入院延べ患者数

QI指標の定義・計測方法・グラフ（レベル2以上） QI



分子：医療の質・安全管理室へインシデント・アクシデントレポート

が提出された転倒・転落件数損傷レベル4以上の件数

×1000【‰】
分母：入院延べ患者数
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年度

QI指標の定義・計測方法・グラフ（レベル4以上）


